
  

 

 

 

Oracle Database Migration 
Assistant for Unicode 

 
Unicode®キャラクタ・セットへのデータベース移行は、経験豊
かな DBA にとってさえも重荷となる可能性があります。注意深
い計画作成、正確なデータ分析、そして最良の実行戦略の選択が
なければ、停止時間の延長、データの損失、システム整合性の低
下につながる可能性があります。Oracle Database Migration 
Assistant for Unicode（Oracle DMU）は、直感的な GUI で移行プ
ロセス全体を効率化し、DBA の手作業や意志決定を最小化する
次世代の移行ツールです。移行に伴うあらゆる問題に事前にしっ
かりと対処し、データ変換を正しく効率的に実行するうえで、こ
のツールが役立ちます。 

Oracle DMU について 

DMU は無料でダウンロードできる製品として、2011 年 4 月に OTN で初め
てリリースされました。最新の DMU バージョン 2.2 は Oracle 12c プラガ
ブル・データベース（PDB）の Unicode への移行をサポートしており、デ
ータベースを Unicode キャラクタ・セットに移行する方法として公式にサ
ポートされています。DMU は、以前の Oracle Database Release 10.2、
11.1 および 11.2 の一部の移行もサポートしています。従来のコマンドライ
ン・ユーティリティである CSSCAN と CSALTER は、Oracle Database 12c
からはサポート対象外となりました。 

ガイド付きエンド・ツー・エンド移行ワークフロー 

Unicode キャラクタ・セットへの移行は、時間がかかるうえにリソースの
大量消費につながりかねない、さまざまな処理側面が多数含まれた複雑な
プロセスです。途中に 1 つでも失敗があれば、データ損失が発生したり、
ビジネスに深刻な影響を及ぼしたりする恐れがあります。Oracle Database 
Migration Assistant for Unicode は、移行の問題に対処するエンド・ツー・
エンドのソリューションに対し、以下の機能を備えることで管理上のコス
トと複雑さを大幅に低減するシームレスなワークフローを提供します。 

• リストアップ - 変換が必要なテキスト・データを含むデータベー
ス・オブジェクトを自動的に識別します。 

• スキャン - 移行の実現可能性を包括的に評価し、データに関わる潜
在的な問題を洗い出します。 

• クレンジング - 高度なツールセットを使用して、データ分析と
データの安全性の確保に必要なクレンジングを繰り返し実行し
ます。 

• 変換 - データのインプレース変換が自動的に実行され、時間と領
域に関わる要件が最小化されます。 

Oracle Database Migration Assistant for Unicode が提供するワークフロー
では、ステップ・バイ・ステップの詳細な移行プロセスによって DBA をガ
イドしつつ、リアルタイムの進行状況と注視すべきタスクの情報を DBA に
提供します。ワークフローには、特定の種類のデータベースや実行時環境

     おもな機能と利点       

 

データ整合性および効率性を最大限確保
しながら、従来のキャラクタ・セットか
ら Unicode®標準へデータベースを移行す
るためのもっとも包括的なソリューショ
ン 

 

機能 
• ガイド付きエンド・ツー・エンド移行

ワークフロー 
• 直感的なグラフィカル・ユーザー・イ

ンタフェース 
• 最先端のデータ解析ツールとクレンジ

ング・ツール 
• 移行プロファイルのサポート 
• 高パフォーマンスでスケーラブルなイ

ンプレース変換アーキテクチャ 
• 停止時間ほぼゼロの移行モデル 
• データ型およびデータベース・オブジ

ェクトの包括的対応 
• 進行状況の監視 
• Unicode 標準への準拠に関するデータ

整合性チェックのための検証モード 
• 問題のあるデータを自動検出するコマ

ンドライン・スキャナ 

 

利点 
• 移行タスクの自動化による、高コスト

な手動ワークロードの軽減 
• データ準備プロセスの大幅な簡素化と

データ損失の回避 
• 移行に伴う停止時間の大幅な短縮 
• 堅実なエラー処理と障害リカバリ 
• Unicode 標準でエンコードされたデー

タベースのデータ整合性に関する状態
チェック 

 



  

 

 

 

にもっとも適した形で移行プロシージャを実行可能にするカスタマイズ機
能が含まれます。ワークフローの各構成要素は、移行の精度と効率性を最
大限に高めながら、プロセスのオーバーヘッドが最小限となるよう設計さ
れています。リカバリと診断のための堅牢なメカニズムがワークフローに
組み込まれており、実行時に不測の事態が発生しても、フォルト・トレラ
ントな移行が可能です。 

使いやすいグラフィカル・インタフェース 

Oracle DMU は、直感的に操作できるグラフィカル・ユーザー・インタフ
ェースを備えており、移行関連のあらゆる作業を簡単に完遂できます。汎
用性の高いインタフェースは、ワークフローと密接に統合されており、充
実したユーザー相互作用と可視化を実現して移行に関する情報とステータ
スのフィードバックを効率的に伝えます。データに関する問題の原因特定、
データ・クレンジング・アクションの適用、データの変換など、手間のか
かる作業であっても、エラーの発生しやすい手動ワークロードを最小限に
抑えながら、マウスのクリック操作ですべて簡単に実行できます。 

詳細なデータ分析 

データは組織においてもっとも価値の高い資産であるため、移行時のデー
タ整合性を維持することは非常に重要です。Unicode キャラクタ・セット
に移行する際、誤ったアプリケーション構成に始まり、データの拡張、テ
キスト以外のデータの文字列への格納に至るまで、さまざまなシナリオが
原因で、データの問題が生じる可能性があります。問題の根本原因を見つ
け出し、それに対応するクレンジング・アクションを実行して情報を保持
することは、移行を成功させる上で重要です。 

DMU はデータベース内のすべての文字データをスキャンできるため、
Unicode キャラクタ・セットへの移行時にデータ整合性を損なう可能性の
あるデータ変換性の問題を検出できます。スキャン段階で明らかになった
データの問題に関する情報は、スキャン・レポートと問題データ・レポー
トからアクセスおよび保存でき、ツール外で詳しく確認、分析できます。
DMU Command-line Scanner（DMU-CLS）は、データ変換性の問題を定期
的に監視したり、Unicode データベースの状態チェックを実行したりする
のにも使用できます。 

DMU クレンジング・エディタは、問題となるデータを調査しクレンジン
グするプロセスを大幅に簡素化します。そして、例外データを体系的に特
定し、最良のクレンジング・ソリューションを実装する、独自の視覚的な
機能を備えています。混合のエンコード・データを含むデータベースに対
し、DMU は、実際のデータ・エンコーディングを判別し、そのエンコー
ディングを使用してデータを適切に移行するのに役立ちます。Unicode に
変換するとデータが拡大し、値が長くなる場合がありますが、Oracle 
Database 12c において VARCHAR2 型の上限が新たに 32,767 バイトまで拡
張されたことで、上限が 4,000 バイトであった 12.1 より前の VARCHAR2
列は、いずれも列を長くするだけでこのようなデータを保持できます。こ
うした列については、切捨ても CLOB データ型への移行も不要になりまし
た。クレンジング・アクションは直ちに実行することも、そしてアプリケ
ーションに影響するスキーマ関連の変更である場合は、変換に伴う停止時
間帯まで実行を遅らせるようスケジュール設定することもできます。 

DMU の Bulk Cleansing 機能は、複数の列（たとえば、1 つ以上のアプリケ
ーション・スキーマにおけるすべての表のすべての列）を、バイト長セマ
ンティクスから文字長セマンティクスへと簡単に移行する方法を提供しま
す。文字長セマンティクスへの移行では、データベースのキャラクタ・セ
ットに関係なく文字の点から列サイズを指定でき、データ拡張に起因する
列の長さの問題の数を効果的に削減します。パターン・ベースのクレンジ



  

 

 

 

ングを実行して、ソース・パターンのすべての出現をターゲット・パター
ンで置き換えることもできます。これは、複数のデータベース・オブジェ
クトにおいて存在する、類似データの変換性の問題を解決するのに効果的
な場合があります。 

DMU は移行プロファイルをサポートしており、あるデータベース・イン
スタンスから移行関連のすべての設定をエクスポートし、元のインスタン
スのクローンとして作成される別のデータベース・インスタンスにそれら
の設定をインポートすることもできます。これは特に、実際の移行前に、
移行プロセスの試行を繰り返して、移行設定を再利用しながら細かく調整
していく場合に特に有用です。 

移行に伴う停止時間の大幅な短縮 

ほとんどの本番システム、特にミッションクリティカルなアプリケーショ
ンの場合、移行による停止時間をできるだけ短縮することは、常に重要な
検討事項です。Oracle DMU は、変換する必要のあるデータのみをフォー
カスする、これまでにないインプレース・データ移行戦略を採用していま
す。実際の本番データベースにおける文字データの大半は 7 ビット ASCII
であり、Unicode UTF-8 エンコードにおけるバイナリ表現を変更しません。
これまでのエクスポート/インポートによる手法は、不要なデータ処理や、
複数インスタンスをセットアップする必要があることからはるかに高コス
トであり、この移行戦略はパフォーマンスの点で大幅に有利です。革新的
アーキテクチャは、専用のデータベース・サーバー・サイド移行機能と強
力な並列機能を利用して、最大限のデータ・スループットとスケーラビリ
ティを生み出します。このアーキテクチャでは、複数のワーカー・スレッ
ド間でワークロードを均等に割り当てる組込み済みインテリジェント機能
も使用して、データ分散特性に基づいて最適な実行計画と変換方法を推奨
します。 

停止時間ほぼゼロの移行モデル 

DMU は、Oracle GoldenGate レプリケーション・テクノロジーと統合する
ことにより、停止時間をほとんど必要とせずに Unicode キャラクタ・セッ
トへ移行するソリューションを提供します。DMU を使用してデータの準
備とインプレース変換を実行する移行プロシージャをセットアップするこ
とができ、それと同時に移行プロセス中は本番システムで取得された増分
データ変更を Oracle GoldenGate にレプリケートさせることができます。
DMU は Oracle GoldenGate で必要となる構成ファイルを生成することがで
き、変換性の問題に対処するよう定義されたデータ・クレンジング・アク
ションのスケジュールを考慮しつつ、すべての増分データが正しくレプリ
ケートされるようにします。 

もっとも包括的なデータ対応 

DMU は、直接的または間接的にテキスト・データを含む可能性のある、
ほぼすべての Oracle のデータ型の移行をサポートします。さらに、マテリ
アライズド・ビュー、インデックス、制約、トリガーなど、表の変換に影
響されるデータベース・オブジェクトを透過的に処理して、移行後にこれ
らオブジェクトが正しく同期されるようにします。 

データベースのデータ整合性の確保 

DMU には移行後のデータベースの状態を継続的にチェックする機能があ
るため、Unicode キャラクタ・セットへの移行を効率化するだけでなく、
Unicode 規格に準拠したデータの維持に有効です。Unicode キャラクタ・
セットを使用するデータベースを使用していても、アプリケーションの構



  

 

 

 

成が誤っていると、無効な文字コードがデータベースに取り込まれ、デー
タが破損する恐れがあります。DMU の検証モード機能を使用すれば、問
題の発生源を明らかにし、Unicode 置換文字（U+FFFD）、不正フォーマッ
トの Unicode バイト・シーケンス、非最短形式 UTF-8、規則的でない UTF-
8 バイト・シーケンス（6 バイト・サロゲート・ペア）、不完全なペアのサ
ロゲート、および非 Unicode 文字の存在といったデータの問題をエンドユ
ーザーに指摘される前に検出することができます。 

お問い合わせ先 

Oracle Database Migration Assistant for Unicode について、詳しくは
oracle.com を参照するか、+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い
合わせください。 
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